
三重大学

○ 産学官連携体制図

○ 成 果 事 例

・本部（センター)の構成概要
平成２１年度から新設された大

学院地域イノベーション学研究科
との連携を図ることにより、本プ
ロジェクトの実施および地域振興
プロデューサ候補者の育成を効果
的に果たせるようにした。

平成２２年度には、社会連携研
究センターおよび知的財産統括室
の２部門を統合・再編した。

・本部（センター）の特徴
研究担当理事が直轄する「産学官
連携に関する実務を担当する社会
連携推進戦略室」と「知的財産の
創出・活用を担当する知的財産統
括室」の連携により、本学執行部
の意思に沿った産学官連携戦略が
実行できる体制である 。また、大
学院地域イノベーション学研究科
との連携によって本事業を実施す
ることで、高い実効性を担保しな

がら事業を進めることができる。

大学等名 ： 国立大学法人三重大学

知的財産統括室
室長・特任教授 梅村時博

◆産学官連携の推進
◆企業からの相談窓口
◆競争的資金獲得支援

社会連携推進戦略室
室長・教授 西村訓弘

○教授（特任）【１名】
○助教（専任）【２名】
○事務補佐員 【２名】

◆知的財産の創出・管理・活用
◆知財人材の育成

・学内教職員、大学院生対象
・三重県内中小企業対象（三重

県と共同で）

三重大学

名古屋大学
名古屋工業大学等
東海地域の大学

国際産学官連携および
外為法などへの対応 三重県 鈴鹿医療科学大学三重県薬事工業会

社会連携研究センター長
研究担当理事・副学長
鈴木 宏治
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連携

学術情報部社会連携チーム
≪事務組織≫

○専任職員【７名】
○事務補佐員【１名】

連携

○教授（兼任） 【１名】
○教授（特任） 【１名】
○助教（専任） 【１名】
○文部科学省産学官連携

コーディネーター 【１名】
○産学連携コーディネーター 【１名】
○事務補佐員 【４名】

（四日市フロント）
○産学連携コーディネーター【２名】
○事務補佐員 【１名】

（伊賀研究拠点）
○教授・所長（兼任） 【１名】
○教授（専任） 【１名】

連携

三重地域活性化プロジェクト（本事業の掲げる戦略）

◆地域企業の成長支援 ◆地域圏の企業・自治体との共同研究の
実施を題材とした地域中核人材の育成
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◆地域企業の成長支援 ◆地域圏の企業・自治体との共同研究の
実施を題材とした地域中核人材の育成

連携

連携

地域産業の活性化のためには、自動車関連
に偏った産業構造を変える必要があった。
地元自治体と連携して、企業訪問と地域産
業の特色調査・分析を行った結果、三重北
勢地域の活性化の牽引役になれる企業を見
いだし、本プロジェクトが始まった。

鈴鹿市の事業助成事業を獲得し、三重樹脂㈱
と三重大学・機械工学科との共同研究「環境
対応型風力発電風車ブレードの調査・開発」
を推進している。

●特許出願：
事業のプロジェクト管理と推進の支援を行

う団体として、三重大学知的財産統括室を予
定している。具体的な「風車ブレード形状」
にて特許調査・分析を行い、マップ化、特許
申請を予定している。

成果内容の事例
●市場への貢献
ＣＦＲＰ等の材料は、高強度・超軽量などの観点から、輸送機器や風車などの高
効率化および環境調和において次世代構造材料として期待されている。しかし、
難加工材であり高コストでもあるため産業応用の対象が限定されていた。今回の
産学官の取り組みにより、新材料開発、その加工技術の開発、加工から組み立て
に至る一貫した産業クラスターを形成して地域の産業の活性化をはかる。
●技術の革新等によるイノベーション創出
参加する企業が有する高度な加工技術、組み立て技術をベースにして産学官連携
体制にて、新規事業の企画・創出を行い、ＣＦＲＰ応用風車ブレードや輸送産業
適用部品材料として地域の活性化に繋げる。ひいては、三重県北勢地区の産業構
造の変革に繋げる。
●国際産学連携
参加した企業である三重樹脂のＣＦＲＰ加工技術は世界トップレベルであり、既
に海外の国際的な航空機器大企業と事業連携している。今後は、三重大学の風車
に関する国際的なネットワークを活用して新たな産業分野への参入を狙う。
●地域との連携
鈴鹿市の助成事業を獲得し、産学官連携の体制を構築した。今後は、鈴鹿市の政
策とも連携を取り、関連する研究会の立ち上げが決まっている。この形成された
地盤を活用し、今後の事業拡大や大型研究資金の獲得に繋げていく予定である。
●人材育成
本共同研究により、三重樹脂㈱の次期社長を育成する。また、地域イノベーショ
ン学研究科とも連携して、次世代リーダの育成教育に役立てる。

知財管理（特許化、知財保護） 技術移転の概要

大学等名
機関名称

創 出

三重樹脂(株) - 三重大学 - 鈴鹿市 カーボンバレープロジェクト

産学官連携のきっかけ（マッチング）

共同研究 ※

整 備 活 用

学官連携で始めた地域活性化活動から、航空機用複合材の加工を
行う中小企業「三重樹脂㈱」を選定し、産学連携の具体的施策と
して、まず本学との共同研究を立ち上げた。これを鈴鹿市の助成
事業に申請して、産学官連携体制を構築した。この連携では、
カーボン材料に係る「地域固有の優位技術」の確立と地域活性化
を担う人材の創出を目的としている。今後は、カーボン材料・加
工などのものづくりに関する「新規事業の創出に係る研究会」を
立ち上げることが決定している。さらには、このプロジェクトを
出発点として、地域の元気な企業を集めて新産業創出クラスター
を形成して地域固有の新たな産業を生み出すことを計画している。

要約
環境調和型風車ブレードの開発のスキーム構築と実践

連携機関

三重樹脂㈱、三重大学 大学院工学研究科 、鈴鹿市役所 産業政策課

三重北部地域の優れた技術を集積し
たクラスター形成を行い地域活性化
を目的とし、「カーボンに係るもの
づくり・材料技術集団」を鈴鹿市に
形成する地盤づくりを開始した。
「環境調和型風車のブレード開発」
を具体的テーマとして、カーボン材
料評価、構造最適化、低騒音化を産
学官にて実施し、関連技術、ものづ
くり技術集団の集積と活性化を図る。
その結果、カーボンバレー構想プロ
ジェクトとして事業推進する。

国立大学法人三重大学
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